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まちトピ town topic

夢づくり講座で
地場産品の魅力を学ぶ

　２月６日、大堀小学校で地域の方から学ぶ「夢づくり講
座」が行われ、町内でレストラン「トトマビ」を営む松田
清也さん（月楯）が「仕事の魅力と町の魅力」と題して５・
６年生児童に講話を行いました。フランス料理との出会い
や海外での修行経験をとおして町の魅力を再発見したこと
など、夢に向かって挑戦することの大切さについて伝えま
した。児童からは「挫折しそうになった時は」、「仕事のや
りがいを感じる時は」といった質問が次々に出され、松田
さんは「これから新たに規格外アスパラを流通させるしく
みを作りたい」と抱負を語りました。

最 上地区ヤングボランティア交流会開催

　２月２日、新庄市「ゆめりあ」を会場に最上地区ヤング
ボランティア交流会が開催されました。最上地域の高校生
と中学生との交流や、各ボランティアサークルがそれぞれ
のブースを展開し、中学生と一緒に小学生との交流をして
います。今年度は最上中学校２年生１１名が参加してくれ
ました。１２のブースが展開され、最上町のサークル「つ
くし会」では、最上中学校2年生4名からもご協力いただき、
プラバンの出展を行いました。参加された皆さん、大変お
疲れさまでした。

町の魅力を子どもたちに伝える松田さん

赤 倉温泉スキー場で
雪まつりを開催

　２月２３日、赤倉温泉スキー場を会場に雪まつりが開催
されました。リフト券を購入された方、シーズン券をお持
ちの方へ草餅のプレゼントや、宝探し、モガンバ君とのじゃ
んけん大会が行われたほか、前森高原の馬の「あやめ」と
ポニーの「バク」も一緒に参加するなど、子どもから大人
まで多くの方で賑わいました。

企業版ふるさと納税で
寄附をいただきました

　株式会社メカニック様（本社：酒田市）より、企業版ふ
るさと納税制度を活用したご寄附として目録を受領いたし
ました。この度の寄附は、当町の地方創生事業のうち、「災
害復旧支援事業（最上町まち・ひと・しごと創生推進事業）」
に大切に活用させていただきます。誠にありがとうござい
ました。

（写真右　代表取締役　佐藤　優　氏）

E NJIN の完成披露試写会に
多くの方がご来場されました

　２月２８日、冬のプロモーション動画の完成披露試写会
が中央公民館大ホールで行われました。当日は、主演の石
沢瑠架さんにもお越しいただき、多くの方々が来場しまし
た。観賞された方からは、「映像越しでも澄んだ空気と、壮
大な景色が伝わってくる」と好評でした。今回のプロモー
ション動画では、周囲を奥羽山系の山々の広大な景色を中
心とした映像制作を行いました。動画については、最上町
公式 YouTube チャンネルでも公開しています。イメージ映
像でもない映画でもない、深く「感じる」ショートムービー
となっておりますのでぜひご覧ください。
（本誌Ｐ.１８に動画の二次元バーコードがあります）

岩手県大船渡市での炊き出しボランティア

令和７年度大船渡市赤崎町林野火災義援金の受付
　２月２６日に大船渡市赤崎地区を中心に発生
した林野火災により、多数の家屋の焼失等が発
生し大変大きな被害をもたらしています。
　日本赤十字社では山形県支部として義援金
（名称「令和７年大船渡市赤崎町林野火災義援
金」）の受付を行います。皆様の温かいご支援
をよろしくお願いいたします。

日本赤十字社山形県支部最上町分区
 （最上町社会福祉協議会）

【募金箱の設置場所】
①最上町役場（会計課窓口）
③最上町健康センター

②最上病院
④最上町高齢者総合福祉センター

　随時、個別での義援金も受付しております。詳しくは社会福
祉協議会（４３－３１８０）までお問い合わせください。

　公益社団法人国土緑化推進機構でも、募金活動を実施
しています。こちらへの募金については、役場農林振興
課（４３－２１５０）までお問い合わせください。

　２月１９日から岩手県大船渡市の旧三陸町地域にお
いて、連続して大規模な山林火災が発生しました。特
に２６日に発生した３回目の火災は、１２日後に出さ
れた「鎮圧発表」まで延々と燃え続け、市内の約９％・
２，９００ ha の山林を焼き尽くしたほか、死者１名、
２１０棟もの建物を焼失するという大惨事に見舞われ
ました。
　同市と姉妹友好関係にある当町では、一刻も早い支
援活動を行うために、同市越喜来地区の三陸公民館に

開設された避難所で、３月２日、副町長を先頭に町職員、
町社会福祉協議会、もがみ物産協会の職員ら９名が芋
煮の炊き出しボランティアを行いました。
　当日は、三陸公民館への避難者と車中での避難者を
含む約３００人の皆さんが、熱々の芋煮に満面の笑顔
で舌鼓を打っていました。この様子は全国ニュースと
してマスコミに大きく取り上げられ、全国各地からた
くさんの感謝の声をいただきました。

（※プラバン：プラスチックの板に絵をかいてオーブントースターで焼き縮めて作るアクセサリー）

おきらい


